
六
月
一
六
日
、
南
市
民
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開

催
さ
れ
た
。

我
が
熟
壮
会
か
ら
は
、
舞

踊
・
民
謡
・
カ
ラ
オ
ケ
３
種

目
に
出
演
し
た
。
舞
踊
は
、

舞
踊
教
室
の
４
名
（
齋
藤
・
岩
本
・

白
幡
、
中
野
）

が
「
か
す
り

の
女
」
の
曲

で
優
雅
に
一

糸
乱
れ
ず
、

日
頃
の
練
習

成
果
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

民
謡
で
は
、

金
田
勉
さ
ん
が
「
秋
田
草
刈
唄
」

を
尺
八
の
伴
奏
と
衣
装
も
和
装
で

本
格
的
な
民
謡
を
披
露
。

カ
ラ
オ
ケ
は
、
西
谷
国
男
さ
ん

が
新
曲
「
北
の
と
ま
り
木
」
を
熟

壮
会
の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
と
日
頃
の

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
の
練
習
の
成

果
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。
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南
支
部
大
会

雨
で
延
期

再
試
合

下
期
誕
生
日
会
開
催

六
名
に
感
謝
状

下
期
誕
生
日
会
は
、
三
月
二
四
日
、

小
川
会
館
に
於
い
て
51
名
が
参
加
し
行

わ
れ
た
。

今
回
は
村
田
会
長
の
発
案
で
役
員
で

は
な
い
が
、
会
の
行
事

等
で
特
に
貢
献
し
て
頂

い
て
い
る
五
名
に
対
し

て
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

た
。

受
賞
者
右
か
ら
、
新
井
氏
、

佐
野
氏
、
齋
藤
さ
ん
、
岩
田

さ
ん
、
若
井
さ
ん
、

南
支
部
芸
能
大
会
に

三
種
目
参
加

五
月
三
十
日
に
市
老
連
南
支

部
大
会
が
西
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

支
老
連
大
会
の
予
選
を
兼
ね
て

14
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。わ

が
熟
壮
会
チ
ー
ム
は
こ
の

南
地
区
大
会
で
連
続
四
年
連
続

優
勝
を
果
た
し
て
お
り
、
今
年
も
優
勝

を
と
張
り
き
っ
て
参
加
し
た
が
、
一
ゲ
ー

ム
途
中
か
ら
雨
と
な
り
中
止
。

再
試
合
は
九
月
に
改
め
て
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。

小
川
小
学
校
で

二
年
生
と

一
月
二
四
日
、
12
時
か
ら
、

生
活
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て

「
昔
あ
そ
び
」
を
子
供
達
と
行

い
ま
し
た
。熟

壮
会
か
ら
13
人
が

出
席
し
、
迎
え
に
来
た

２
年
生
が
一
人
ひ
と
り

手
を
繋
い
で
給
食
が
用

意
さ
れ
た
教
室
ま
で
案

内
し
て
く
れ
た
。

５
・
６
人
の
グ
ル
ー
プ

に
一
人
づ
づ
加
わ
り
、
給
食
を
戴
き
な

が
ら
、
昔
の
弁
当
の
話
や
い
ろ
い
ろ
な

質
問
に
答
え
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
。

食
事
が
終
わ
る
と
会
場
に
案
内
さ
れ

挨
拶
と
自
己
紹
介
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
コ
マ
、
あ
や
と
り
、
お
手

玉
、
お
は
じ
き
、
け
ん
玉
、
折
り
紙
、

竹
と
ん
ぼ
等
を

ひ
と
通
り

子
供
た
ち

は
経
験
し
た
。

我
々
も
得
意
な
遊
び
を
子
供
の
こ
ろ

に
戻
っ
て
一
緒
に
楽
し
み
、
時
間
も
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

昔あそび二
年
生
か
ら
一
〇
〇
通
の

お
礼
の
手
紙
が
届
く

お
礼
状
に
は
綺
麗
な
文
字
で
素
直
に

自
分
の
感
じ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

「
熟
壮
会
の
皆
さ
ん
、
昔
あ
そ
び
を
教

教
え
て
く
れ
て

有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
で
始

ま
る
。

要
約
す
る
と

①

出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
、
上
手
く
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
嬉
し
か
っ
た
。

②

色
々
な
遊
び
が
出
来
て
、
昔
あ
そ

び
の
楽
し
さ
が
分
か
っ
た
。

③

楽
し
い
発
見

昔
あ
そ
び
は
こ
ん
な
に
沢
山
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
楽
し
さ

は
忘
れ
な
い
。

今
回
も
子
供
達
か
ら
元
気
を
貰
っ
た
。

二
年
生
か
ら
の
お
手
紙
を
読
む
と
、
少

し
で
も
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
役
立
つ

事
が
出
来
た
と
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

２年生からの礼状

民謡の金田勉さん

演歌の西谷国男さん

編
集
後
記

六
月
の
役
員
会
で
「
熟
壮
通
信
」
を

「
熟
壮
新
聞
」
に
、
毎
月
の
行
事
お
知

ら
せ
の
「
熟
壮
通
信
（
速
報
版
）
」
は

「
熟
壮
通
信
」
に
名
称
を
変
更
す
る
こ

と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
聞
の
名
に
恥
じ
な
い
内

容
と
す
る
為
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
春
の
「
お
花
見
会
」
は
、
当
初
三

月
二
九
日
を
予
定
し
て
い
た
が
、
例
年

よ
り
早
く
開
花
し
た
た
め
、
急
遽
繰
り

上
げ
二
六
日
に
行
わ
れ
た
。

当
日
は
風
が
強
く
会
場
を
野
外
か
ら

小
川
会
館
に
変
更
、
窓
越
し
で
は
あ
る

が
満
開
の
さ
く
ら
を
堪
能
し
た
。

お
花
見
会

36
名
参
加
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